


1990年代、バブル経済が崩壊し、それまでの日本的雇用慣行で

ある「終身雇用」「年功賃金」等の維持が難しくなった。

昨今、少子高齢化が顕著となり、政府や日本の企業は、経済成長

を持続させるために様々な対策を行っている。これまで、日本的雇用

慣行を維持してきた、企業に勤める正規の男性労働者の働き方を

「中心・標準」とし、制度や施策が行われてきた。しかし、これからは、

その周辺にいる多様な人々に目を向けなければ、日本の社会を維持

するのは困難である。

女性の大学進学率が上がり、優秀な女性が働く場を求めるように

なった。企業は女性を単なる労働力としてではなく「人材」として採

用するようになった。まだまだ働ける元気な高齢者も、労働の担い

手として雇用されている。また、外国人労働者を積極的に雇用する

企業も増えた。

今号では、就職氷河期世代、シニア起業家、外国人労働者、NPOで

働くおひとり様女性、非正規労働者にスポットをあて、働き方、生き方

について考えてみたい。「標準」とされる男性労働者とは違う、その周

辺の人々の働き方、生き方から、どんなことが見えてくるだろうか。そ

れまで「標準」とされていた働き方を見直し、働き方、生き方について今

一度振り返るきっかけになれば、と思う。

　　

今年５月、「平成」から「令和」に改元し、新しい時代がスタートした。

7月に行われた参議院議員選挙では、重度の障害のある二人の

候補者が当選し国会議員となった。働きたいという意思を持つ二人

の国会での活躍と、それを取り巻く人々の動きや環境、制度の変化

に注目していきたい。多様な人々、女性、男性、障害のある人や高齢者、

外国人など、全ての人が働きやすく生きやすい、効率や生産性だけで

測ることのない男女共同参画社会の実現を、強く願わずにはいられ

ない。

は
た
ら
く
こ
と
　
い
き
る
こ
と
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と
い
う
風
潮
が
、
若
者
た
ち
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
増
幅
す
る
形
で
苦
し
め
て
い
た
、
と
い
う
面
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

就
職
氷
河
期
世
代
に
つ
い
て
、
未
だ
に
様
々
な
問

題
が
あ
る
と
は
い
え
、「
選
ば
な
け
れ
ば
仕
事
に
つ
け

る
」
と
い
う
の
も
事
実
で
す
。
よ
って
、
ま
ず
は
未
経

験
で
も
で
き
る
仕
事
を
、
き
っか
け
と
し
て
利
用
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
成
果
を
出
し
て
、
よ
り

時
給
の
高
い
職
に
ス
テ
ッ
プ
アッ
プ
し
て
い
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。
公
的
な
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
も
一つ
の
方
法
で
し
ょ
う
。

就
職
氷
河
期
と
言
わ
れ
た
頃
は
、
不
運
な
時
代

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
不
幸
な
時
代
だ
っ
た
と
は
捉

え
な
い
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

就
職
氷
河
期
は
、
起
業
の
ハー
ド
ル
が
下
が
っ
た

時
期
、
そ
し
て
N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
活

路
を
見
い
出
す
人
達
が
増
え
て
き
た
時
期
と
重
な
っ

て
い
ま
す
。
働
く
こ
と
を
考
え
た
時
、「
就
職
か
フ

リ
ー
タ
ー
か
」
と
い
う
選
択
肢
だ
っ
た
な
か
、「
起
業
」

も
ひ
と
つ
の
選
択
肢
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

現
在
、私
の
と
こ
ろ
に
は「
お
金
が
足
り
な
い
か
ら
」

と
、
起
業
の
相
談
に
来
る
方
が
多
い
で
す
が
、
ま
ず

は
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て一
緒
に
考
え
ま
す
。
売
上

と
収
益
の
区
別
が
つ
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
儲

か
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
お
伝
え
し
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
す
ぐ
に
現
金
が
必
要
な
方

も
い
て
、
そ
ん
な
時
は
起
業
よ
り
就
職
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
起
業
に
対
す
る
ハー
ド
ル
は
更
に
低
く
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
何
年
か
は
女
性
起
業
家
ブ
ー
ム
と

し
て
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
気
軽
さ
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
必

要
な
基
礎
知
識
や
準
備
の
な
い
ま
ま
起
業
活
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
お
客
様
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
規
制
や

諸
手
続
き
の
無
視
、
詐
欺
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ

ス
に
巻
き
込
ま
れ
お
金
を
取
ら
れ
る
、
な
ど
な
ど
、

ビ
ッ
ク
リ
す
る
よ
う
な
出
来
事
も
起
き
て
い
ま
す
。

人手不足が常態化し、有効求人倍率も高水準を維持し続けている現在の日
本。新卒採用は、空前の売り手市場だとも言われています。一方で、未だに残
る旧態依然の労働慣行。好景気と言われながらも、実質的にも気持ちの面でも
取り残された、多くの就職氷河期世代。ブラック企業という言葉が日常的に使わ
れ、「働き方改革」の名のもと労働環境の改善もさしせまった重要な課題です。
そんな時代を、私達はどう生き延びていけばいいのか。大学等でマーケティ

ング論、マネジメント論、起業家育成講座等の講師を勤めた後、企業の経営
コンサルタントのかたわら、女性の起業を支援する活動に携わっている道喜
道恵さんに、そのヒントを聞きました。	 （平岡清香）

私
自
身
は
、
バ
ブ
ル
景
気
が
終
わ
り
、
就
職
氷

河
期
が
は
じ
ま
っ
た
こ
ろ
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。

な
ん
と
な
く
企
業
と
い
う
「
組
織
」
に
自
分
は
馴

染
め
な
い
だ
ろ
う
と
感
じ
、
大
学
院
で
経
営
の
勉
強

を
す
る
道
を
選
択
し
ま
し
た
。
大
学
院
で
出
会
っ
た

師
匠
が
、「マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
ド
ラ
ッ

カ
ー
や
組
織
論
の
専
門
家
で
あ
っ
た
た
め
、
私
も
、

自
然
と
組
織
論
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
に
つ
い
て
勉
強

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
日
本
的
経
営
の
特
徴
と
し
て
指
摘

さ
れ
る
人
事
評
価
制
度
や
終
身
雇
用
制
度
を
知
れ

ば
知
る
ほ
ど
、
女
性
で
あ
り
大
学
院
卒
で
あ
る
自

分
は
入
り
込
め
な
い
と
思
い
、
そ
れ
以
外
で
自
分
自

身
の
能
力
を
高
く
評
価
さ
れ
る
道
は
な
い
か
と
、
迷

い
選
び
な
が
ら
現
在
に
至
り
ま
す
。

大
学
等
で
教
え
て
い
た
頃
、
リ
ー
マン
シ
ョ
ッ
ク
の

あ
お
り
を
受
け
て
、
就
職
内
定
取
り
消
し
に
な
っ
た

学
生
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
当
時
の
就

職
活
動
は
今
と
違
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
も
の
が
主
流
で
は
な
く
、
ア
ナ
ロ
グ
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
中
小
企
業
の
情
報
を
得
る
機
会
が
な
か
な

か
難
し
か
っ
た
で
す
。
当
時
の
私
の
持
っ
て
い
た
中
小

企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、
学
生
の
就

活
を
お
手
伝
い
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

当
時
、大
学
の
新
卒
で
な
け
れ
ば
、そ
も
そ
も
「
新

規
学
卒
一
括
採
用
」
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
も
立
て

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
企
業
に
定
着
し
、
昇

進
し
、
バ
リ
バ
リ
仕
事
を
す
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の

主
役
は
男
性
で
し
た
。
女
性
や
非
正
規
労
働
者
が

そ
こ
に
入
り
込
む
た
め
に
は
、
日
本
的
雇
用
慣
行
で

あ
る
長
時
間
労
働
や
、
全
国
転
勤
を
受
け
入
れ
る

な
ど
の
対
価
が
必
要
で
し
た
。
ま
た
、
本
人
が
希
望

し
た
仕
事
に
就
け
る
の
は
ほ
ん
の一
部
と
い
う
中
で
、

当
時
流
行
し
て
い
た「
自
分
探
し
」「
や
り
が
い
探
し
」

「
働
く
こ
と
、イ
コ
ー
ル
社
会
と
関
わ
る
こ
と
」で
、

そ
れ
は
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
言
う
「
自
由
と
は
責
任
あ
る

選
択
」の
も
と
に
自
分
の
頭
で
考
え
て
い
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
誰
し
も
、社
会
か
ら
何
ら
か
の
手
を
借
り

な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。
そ
う
考
え
た
時
、
自
分

は
ど
う
し
た
い
か
？　

何
が
で
き
る
の
か
？　
ど
う
い

う
関
わ
り
方
を
持
ち
た
い
か
？　
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、現
実
的
に
は
、「
今
の
生
活
は
本
当
に
足
り

てい
な
いの
か
」考
え
て
み
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
今
は
、

職
業
訓
練
か
ら
学
童
保
育
ま
で
、
無
料
も
し
く
は
安

価
で
利
用
で
き
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。そ
れ
ら
を
利
用
し
、お
金
の
こ
と
ば
か
り
考
え
ず
、

や
り
がい
や
生
き
がい
を
中
心
に
据
え
て
、ガ
ツ
ガ
ツ
せ

ず
に
生
き
てい
く
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
も
、そ
れ
は
や
は
り「
自

由
と
は
責
任
あ
る
選
択
」につ
き
る
と
考
え
てい
ま
す

し
、き
ち
ん
と
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、人

は
学
び
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
も
思
ってい
ま
す
。

結
果
と
し
て
、就
職
氷
河
期
世
代
の「
自
分
探
し
」

「
や
り
が
い
探
し
」
は
、
そ
の
後
の
仕
事
の
あ
り
方
、

社
会
と
の
関
わ
り
方
を
考
え
直
す
こ
と
に
繋
が
り
ま

し
た
。
社
会
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
た
就
職
氷
河
期

世
代
の
働
き
方
、
生
き
方
を
見
て
き
た
若
い
世
代

が
そ
こ
か
ら
学
び
、「
起
業
」へと
向
か
い
ま
し
た
。

今
、
誰
も
が
、
そ
こ
で
働
き
た
い
と
願
う
企
業
は

ひ
と
つ
に
絞
れ
ま
せ
ん
。ユ
ー
チ
ュ
ー
バー
が
人
気
の

職
業
と
し
て
成
り
立
つ
時
代
で
す
。
そ
れ
だ
け
人
々
の

価
値
観
は
変
化
し
多
様
化
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
就
職
氷
河
期
世
代
が
あ
が
き
苦
し

ん
だ
時
代
の
結
果
が
、
今
につ
な
がって
い
る
の
で
す
。

道
喜
さ
ん
の
話
か
ら
は
、「
氷
河
期
」
的
な
言
葉

を
寄
せ
付
け
な
い
強
さ
、
柔
軟
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

女
性
と
し
て
、「
個
」
と
し
て
戦
い
続
け
て
き
た
そ

の
姿
か
ら
、
そ
う
あ
る
た
め
の
発
想
方
法
、
前
への

向
き
方
が
、
少
し
で
も
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
道ど
う
き喜 

道み
ち
え恵

女
性
の
起
業
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
デ
ィ
ー

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
代
表
。
N
P
O
法
人
浜
松
男
女
共
同
参
画
推
進

協
会
理
事
。

女
性
の
起
業
に
特
化
し
た
セ
ミ
ナ
ー
、
起
業
相
談
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
企
画
運
営
。
女
性
起
業
家
支
援
歴
20
年
。
2
0
1
5
年
、

浜
松
市
で
女
性
起
業
家
支
援
団
体
「一般
社
団
法
人
ハ
ー
サ
イ
ズ
」

を
設
立
。2
0
1
9
年
9
月
、活
動
終
了
。得
意
分
野
は
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
。
小
2
女
子
の
子
育
て
中
。
浜
松
市
在
住
。

バ
ブ
ル
景
気
の
そ
の
後

起
業
を
支
援
し
て
き
た
立
場
か
ら

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
、

働
き
方
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

就
職
氷
河
期・就
職
氷
河
期
世
代
を

ど
う
捉
え
る
か

就職氷河期を振り返る
〜今の時代をどう生き延びるか〜
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就
職
氷
河
期
と
は
何
だ
っ
た
の
か

本
当
に
自
己
責
任
だ
っ
た
の
か

「
今
も
周
り
で
正
社
員
と
し
て
働
き
続
け
て
い

る
女
性
は
、
公
務
員
か
資
格
職
。
就
職
当
時
、

そ
も
そ
も
正
社
員
に
な
れ
な
い
人
が
多
か
っ
た
し
、

な
れ
て
も
結
婚
や
出
産
で
辞
め
ざ
る
を
得
な
い
よ

う
な
会
社
だ
っ
た
」（
42
歳
・
専
業
主
婦
・
女
性
）

「
母
親
が
地
元
の
銀
行
に
高
卒
で
就
職
し
た

の
に
、
四
大
卒
の
自
分
が
こ
れ
ほ
ど
就
活
で
苦

労
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
結
局
、
選
考

過
程
で
ふ
る
い
落
と
さ
れ
て
就
職
浪
人
と
な
っ

た
の
だ
け
れ
ど
」（
41
歳
・
製
造
業
・
女
性
）

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の
「
大
卒
求
人

倍
率
調
査
」
に
よ
る
と
、大
卒
求
人
倍
率
は
、〈
図

２
〉
の
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
直

前
の
１
９
９
１
年
（
平
成
3
）
に
３
倍
近
く
あ
っ

た
も
の
が
、
2
0
0
0
年
（
平
成
12
）
に
は
１

倍
を
切
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
も
、
２
０
１
８

年
（
平
成
30
）
に
は
２
倍
近
く
ま
で
に
回
復
し
て

い
ま
す
。

就
職
氷
河
期
当
時
、
正
社
員
と
し
て
の
就
職

が
決
ま
ら
な
か
っ
た
の
は
、
職
業
を
選
り
好
み
し

て
い
た
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

も
そ
も
、
企
業
の
求
人
自
体
が
著
し
く
少
な
か
っ

た
時
代
で
し
た
。
ま
た
、
買
い
手
市
場
を
理
由
に

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
が
数
多
く
表
れ
た
の
も
、
そ
の
時

代
の
特
徴
で
す
。

 内
閣
府
は
、
就
職
氷
河
期
世
代
を
「
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
新
規
学
卒
採
用
が
特
に
厳
し
か
っ
た

１
９
９
３
年
（
平
成
5
）
か
ら
２
０
０
４
年
（
平

成
16
）
頃
に
学
校
卒
業
期
を
迎
え
た
世
代 

」
と

し
て
い
ま
す
。
人
口
規
模
は
２
０
１
８
年
（
平
成

30
）
時
点
で
約
1
、
７
０
０
万
人
、
15
〜
64
歳

人
口
の
2
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
現

在
35
〜
45
歳
、「
失
わ
れ
た
世
代
」、「
ロ
ス
ト
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（Lost G

eneration

）」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
「
学
校
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、

正
規
就
業
率
＝
学
校
卒
業
後
正
社
員
と
し
て
就
職

し
た
割
合
は
、〈
図
１
〉
の
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
直
前
の
１
９
９
０
年
（
平
成
2
）
に
8

割
以
上
だ
っ
た
も
の
が
、
２
０
０
０
年
（
平
成
12
）に

は
５
割
程
ま
で
減
少
。
そ
れ
が
、
２
０
１
８
年
（
平

成
30
）に
は
７
割
を
超
え
る
ま
で
に
回
復
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
４
年
制
大
学
卒
業
者
の
数
字
で
す
が
、

就
職
氷
河
期
当
時
は
就
職
し
た
半
数
近
く
が
正
社

員
に
な
れ
な
か
っ
た
時
代
。
総
務
省
の
「
労
働
力
調

査
（
詳
細
集
計
）」
に
よ
る
、
非
正
規
と
し
て
社
会

に
出
た
人
た
ち
の
数
が
、
他
の
世
代
と
比
べ
て
圧
倒

的
に
多
く
な
って
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
新
卒
以
外
で
そ
れ
ま
で
に
職
歴
の
な
い

場
合
、
圧
倒
的
に
不
利
に
な
る
日
本
の
雇
用
慣
行

や
、
過
重
労
働
等
で
被
雇
用
者
を
使
い
潰
す
、
い

わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
問
題
等
も
あ
り
、
景
気
が

回
復
し
た
と
言
わ
れ
る
現
在
も
、
不
安
定
な
就

労
を
続
け
て
い
る
人
々
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

当
然
な
が
ら
収
入
も
少
な
く
、
そ
こ
か
ら
派
生

す
る
貧
困
・
非
婚
化
・
少
子
化
等
の
諸
問
題
が
、

現
在
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

90

80.5

80

70.5

70

60.5

60

50.5

50
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

（平成）

〈図 1〉 大卒正規就業率 平成元年～平成 30 年

■全国平均男女（青） ■全国平均男性（赤） ■全国平均女性（紫）
■静岡平均男女（黄）■静岡平均男性（水色）■静岡平均女性（緑）

出典：文部科学省「学校基本調査」（http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/kihon/1267995.htm）

（％）

労
働
に
関
す
る
年
表

1
9
7
3
（
昭
和
48
）

オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク

1
9
7
5
（
昭
和
50
）　

国
際
婦
人
年　

総
理
府
に
「
婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部
」
設
置

雇
用
保
険
法
施
行

1
9
7
9
（
昭
和
54
）

国
連
総
会　
女
子
差
別
撤
廃
条
約
採
択

1
9
8
0
（
昭
和 

55
）

「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
署
名　

ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
問
題

1
9
8
1
（
昭
和
56
）　

改
正
児
童
福
祉
法
施
行
（
延
長
・
夜
間
保
育
の
実
施
）

1
9
8
5
（
昭
和
60
） 

円
高  

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行 　

「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
批
准

1
9
8
6
（
昭
和
61
） 

地
価
高
騰　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行　

労
働
者
派
遣
法
施
行　

改
正
高
年
齢
者
等
雇
用
安
定
法
施
行
（
60
歳

定
年
の
努
力
義
務
化
）

1
9
8
7
（
昭
和
62
）

バ
ブ
ル
景
気 

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行

生
活
環
境
部
に
「
婦
人
課
」
設
置

労
働
部
に
「
就
業
婦
人
室
」
設
置
（
静
岡
県
）

1
9
8
8
（
昭
和
63
）

改
正
労
働
基
準
法
施
行
（
週
40
時
間
労
働
制
を
目
標
）

1
9
9
0
（
平
成
２
）　

地
価
下
落
始
ま
る　

1
9
9
1
（
平
成
3
） 

湾
岸
戦
争 

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊　

中
小
企
業
労
働
力
確
保
法
施
行

1
9
9
2
（
平
成
4
） 

育
児
休
業
法
施
行　

看
護
職
員
人
材
確
保
法
施
行

初
代
婦
人
問
題
担
当
大
臣
就
任

1
9
9
3
（
平
成
5
） 

※黒字　労働に関する動き　赤字　社会の動き・出来事　青字　男女共同参画に関する動き

現在 40歳前後の世代は、「新卒・就職」という初めての社会への入り口で、多大な困難に遭遇してしまった就職氷河期世代に当たります。
男女共同参画を考える以前に、個人としての社会参画すら阻害されてしまった世代だとも言えます。
あれから約 20年が経過した今、就職活動の現場は空前の売り手市場。就職氷河期を経験していない世代、知らない世代は、未だにその

影響を引きずっている当事者たちの苦労を知らないでいます。政府により諸々の対策も打ち出されようとはしていますが、実効性は未知数です。
一方で、就職氷河期世代が当事者の多くを占める7040問題や、彼等を支えるべきか迷うそのきょうだい達の悩みが顕在化しつつもあり、「自

分も無関係ではない」と思っている人達も少なくないのではないでしょうか。そんな時代背景を踏まえて、就職氷河期当事者自身が、それを
どう噛み砕き、飲み込み、折り合いをつけて世の中を生き延びてきたのか。これからを生きていこうとしているのか。インタビューを通して、
考えてみました。

就職氷河期を振り返る
〜どう溶かすのか、どう飲み込むのか〜
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独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

の
調
査
に
よ
る
と
、
就
職
氷
河
期
世
代
で
あ
る
壮

年
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
離
職
原
因
は
、
他
の

世
代
に
多
く
見
ら
れ
る
自
己
都
合
で
は
な
く
、
職

場
に
原
因
が
あ
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
就
職
し
た
当
時
か
ら
の
問
題
が
改
善
さ
れ

ず
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
尾
を
引
い
て
い
る
の
で
す
。

  「
仕
方
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
語
特
有

の
表
現
で
す
。
英
語
で
“It can ,t be helped

”

と
い
う
表
現
が
最
も
近
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
も
っ

と
適
用
範
囲
が
狭
く
、「
困
難
な
状
況
を
変
え
る

た
め
の
選
択
肢
が
他
に
は
な
い
」
と
い
っ
た
よ
り
厳

し
い
意
味
に
な
り
ま
す
。

就
職
氷
河
期
は
、「
仕
方
な
か
っ
た
」
で
済
ま

せ
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
「
避
け
よ
う
の

な
い
天
災
の
よ
う
な
も
の
」
で
は
な
く
、
社
会
の

側
が
既
存
の
雇
用
を
守
る
た
め
に
意
図
し
て
行
っ
た

「
人
災
」、
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
で
も
終
身
雇
用
の
慣
行
が
残
る
日
本
の
企

業
で
は
、
正
社
員
を
解
雇
す
る
の
に
は
困
難
が
伴

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
雇
用
調
整
を
し
よ
う
と
す

る
企
業
は
、
解
雇
の
前
に
新
規
採
用
を
抑
制
し
、

非
正
規
雇
用
を
雇
い
止
め
に
す
る
、
と
い
う
対
策

を
採
っ
て
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
現
在
40
歳
前
後
の
就
職
氷
河
期
世

代
は
、
そ
の
前
後
の
世
代
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け

た
世
代
な
の
で
す
。
こ
れ
を
「
仕
方
の
な
い
こ
と
」

と
さ
れ
て
し
ま
っ
て
良
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
国
は
そ
の
責
任
を
認
め
、
特
定
の
世

代
の
み
を
救
済
す
る
よ
う
な
、
異
例
の
手
段
を
取

ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
が
。

今
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
れ
た
第
５
回
経
済
財

政
諮
問
会
議
（
議
長
・
安
倍
晋
三
首
相
）
に
お
い

て
、
就
職
氷
河
期
世
代
は
「
人
生
再
設
計
第
一
世

代
」
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
夏
か
ら
、
３

年
程
度
で
集
中
的
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
す
る

仕
組
み
を
つ
く
る
た
め
の
実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
打

ち
出
さ
れ
る
べ
く
、
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
「
人
生
再
設
計
第
一世
代
」
と
い

う
言
葉
は
、
特
に
当
事
者
か
ら
の
多
く
の
批
判
を

浴
び
ま
し
た
。
バ
カ
に
す
る
な
、
と
い
う
声
も
上
が

り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
、
第
一世
代
と
い
う
こ
と
は
、

第
二
世
代
以
降
も
想
定
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
等
か
ら
、
も
う
就
職
氷

河
期
は
訪
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
よ
う
で

す
。
一
方
で
、
次
に
不
況
が
訪
れ
た
際
に
は
、
新

卒
者
よ
り
も
先
に
雇
用
者
の
半
数
近
く
を
占
め
る

ま
で
に
な
っ
た
、
非
正
規
労
働
者
が
犠
牲
に
な
る

だ
ろ
う
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

結
局
、
割
を
食
う
の
は
就
職
氷
河
期
世
代
。

そ
れ
な
の
に
「
人
生
を
再
設
計
し
ろ
」
と
言
わ
れ

て
は
、「
福
祉
の
手
」
に
よ
る
救
済
の
対
象
に
さ

れ
て
し
ま
っ
て
は
、到
底
納
得
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

当
事
者
達
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
感
じ
た

の
は
、
そ
れ
で
も
生
き
抜
い
て
き
た
と
い
う
強
烈

な
自
負
で
し
た
。
正
社
員
と
し
て
で
も
、
非
正
規

労
働
者
と
し
て
で
も
、
無
職
で
も
、
少
な
く
と
も

あ
の
時
代
を
生
き
延
び
て
、
今
ま
だ
生
き
て
い
る
。

そ
の
こ
と
だ
け
は
、
ま
っ
と
う
に
評
価
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
、
人
と
し
て
の
尊
厳
に
も
か

か
わ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
（
平
岡
清
香
）

そ
れ
で
は
、

仕
方
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
か

こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
く
た
め
に

「
当
時
、
地
元
の
公
務
員
採
用
試
験
の
倍
率
は

20
倍
を
超
え
て
い
た
。
自
分
は
何
と
か
合
格
し

就
職
で
き
た
が
、
昨
年
2
0
1
8
年
（
平
成

30
）
の
倍
率
は
３
倍
程
。
諦
め
て
派
遣
社
員
に

な
っ
た
当
時
の
優
秀
な
同
期
の
こ
と
を
思
う
と
、

や
り
き
れ
な
い
」（
41
歳
・
地
方
公
務
員
・
女
性
）

「
幸
い
、
や
り
た
い
仕
事
に
就
職
で
き
た
け
れ
ど
、

人
気
の
あ
る
業
界
な
だ
け
に
労
働
環
境
は
今
も

超
ブ
ラ
ッ
ク
。
社
員
の
代
わ
り
は
い
く
ら
で
も
い

る
の
だ
か
ら
改
善
す
る
必
要
は
な
い
、
と
思
っ
て

い
る
の
か
も
」（
41
歳
・
出
版
社
・
女
性
）

「
就
職
浪
人
の
後
、
今
ま
で
３
回
転
職
し
て
い

る
。
選
ば
な
け
れ
ば
仕
事
は
あ
る
け
れ
ど
、
ど

ん
な
会
社
か
は
入
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な

い
。
ま
た
転
職
す
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ

れ
に
は
必
然
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
」（
37
歳・

卸
売
業
・
男
性
）

「
就
職
浪
人
の
後
あ
え
て
派
遣
登
録
し
た
の

は
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
評
価
し
て
も
ら
え
る
か
ら
。

転
職
だ
と
経
験
が
問
わ
れ
て
し
ま
う
。
派
遣
の

枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
働
い
て
、
１
年
で
正
社
員
に

推
薦
し
て
も
ら
っ
た
」（
41
歳・不
動
産
業・女
性
）

「
パ
ー
ト
ナ
ー
が
正
社
員
で
働
い
て
い
る
の
で
、

自
分
が
転
職
す
る
こ
と
に
そ
こ
ま
で
躊
躇
し
な

い
で
済
ん
で
い
る
。
幸
い
両
親
が
遺
し
た
家
が

あ
る
の
で
、
身
の
丈
に
合
っ
た
生
活
な
ら
こ
れ
か

ら
も
何
と
か
や
っ
て
い
け
る
と
思
う
」（
45
歳
・

運
送
業
・
男
性
）

「
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
分
析
し
た
ら
、

短
期
的
な
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
自
信
に

つ
な
が
る
タ
イ
プ
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
目
標
の
持

ち
方
が
、
就
職
浪
人
や
派
遣
の
時
代
を
乗
り
越

え
る
力
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」（
41
歳
・

不
動
産
業
・
女
性
）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
（平成）

〈図 2〉 大卒求人倍率 平成元年～平成３０年
（％）

3.0
2.9
2.8
2.7
2.6
2.5
2.4
2.5
2.2
2.1
2.0
1.9
1.8
1.7
1.6
1.5
1.4
1.3
1.2
1.1
1.0
0.9

出典：株式会社リクルート　リクルートワークス研究所「大卒求人倍率調査」
　　　(https://www.works-i.com/surveys/adoption/graduate.html)
※図表は株式会社リクルート　リクルートワークス研究所「大卒求人倍率調査」をもとに独自に作成

就
職
氷
河
期
始
ま
る 

︱ 

2
0
0
5
頃

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
施
行　

雇
用
支
援
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム　

静
岡
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
あ
ざ
れ
あ
開
館

1
9
9
4
（
平
成
6
） 

高
齢
化
率
14
％
を
越
え
る　

改
正
労
働
基
準
法
施
行
（
週
40
時
間
労
働
制

原
則
化
、
変
形
労
働
制
導
入
）　

総
理
府
に
「
男
女
共
同
参
画
室
」
設
置　

婦
人
課
を
「
女
性
政
策
課
」・
就
業
婦
人
室

を
「
就
業
女
性
室
」
に
改
称
（
静
岡
県
）

1
9
9
5
（
平
成
7
） 

阪
神
・
淡
路
大
震
災  

改
正
育
児
休
業
法
施
行
（
介
護
休
業
制
度
創

設
、
名
称
は
育
児
・
介
護
休
業
法
に
改
称
）

新
総
合
的
雇
用
対
策

1
9
9
6
（
平
成
８
）

「
男
女
共
同
参
画
2
0
0
0
年
プ
ラ
ン
」
策
定
（
国
）

「
男
女
が
共
に
創
る
し
ず
お
か
プ
ラ
ン
」策
定（
県
）

1
9
9
7
（
平
成
９
）

社
会
保
障
構
造
改
革 

改
正
児
童
福
祉
法
施
行
（
保
育
制
度
改
正
）

1
9
9
8
（
平
成
10
） 

完
全
失
業
率
の
急
上
昇

雇
用
活
性
化
総
合
プ
ラ
ン　

改
正
高
年
齢
者
等
雇
用
安
定
法
施
行
（
60
歳

定
年
義
務
化
、
65
歳
継
続
雇
用
の
努
力
義
務
化
）

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行

1
9
9
9
（
平
成
11
）

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
（
女
性
に

対
す
る
差
別
の
禁
止
等
）

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
施
行　

緊
急
雇
用
対
策　

「
ふ
じ
の
く
に
・
男
女
共
同
参
画
の
日
」
制

定
（
7
月
30
日
）

2
0
0
0
（
平
成
12
）  

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行

2
0
0
1
（
平
成
13
） 

労
働
契
約
承
継
法
施
行　

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
（
9
月
11
日
） 

個
別
労
働
紛
争
解
決
促
進
法
施
行  

総
合
雇
用
対
策　

静
岡
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
施
行
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「
以
前
は
学
校
法
人
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

仕
事
と
し
て
や
り
た
い
こ
と
を
追
求
し
た
ら
、

N
P
O
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
目

指
す
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
と
し

て
N
P
O
が
あ
り
、
そ
れ
が
今
の
職
場
で
す
。」

N
P
O
で
の
仕
事
は
社
会
や
人
々
と
繋
が
り
を

持
ち
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
仕
事
の
反
面
、
企
業

で
働
く
の
に
比
べ
て
給
料
は
少
な
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
。

「
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
仕

事
も
安
定
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
家
庭
で

別
の
収
入
が
あ
る
人
（
家
族
の
収
入
が
あ
る
人
）

が
N
P
O
で
働
く
の
な
ら
ば
、
収
入
は
少
な
く

て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
若
い
人

が
親
元
で
暮
ら
し
な
が
ら
で
あ
れ
ば
生
活
は
成
り

立
ち
ま
す
。N
P
O
で
は
男
性
の
寿
退
社
が
多
く
、

家
庭
を
支
え
る
た
め
に
転
職
を
す
る
と
い
う
人
も

い
ま
す
。」

福
祉
、
環
境
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等
、
か
つ

て
行
政
が
担
っ
て
い
た
こ
と
を
、
社
会
貢
献
活
動

と
し
て
取
り
組
む
N
P
O
。
行
政
の
委
託
事
業

の
受
託
金
、
助
成
金
、
寄
付
金
な
ど
で
活
動
費

を
ま
か
な
う
N
P
O
が
多
い
。

「
N
P
O
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
非
営
利
だ
か
ら
お

給
料
を
も
ら
う
の
は
お
か
し
い
、
と
い
う
誤
解
が

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
で
や
っ
て
い

る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
し
ょ
う
が
、
事
業
を
回
す

の
は
人
で
す
。
そ
こ
に
は
当
然
人
件
費
が
発
生
し

ま
す
。」

N
P
O
で
働
く
＝
無
償
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
働
く
人
の
生
活
は
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
の
か
。
N
P
O
を
動
か
す
専
属
の
人

材
に
は
、
当
然
人
件
費
が
発
生
す
る
。
多
く
の

N
P
O
に
お
い
て
、
人
件
費
の
確
保
は
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
を
変
え
る
活
動
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
結
婚
を
機
に
N
P
O
を
離
れ
ざ

る
を
得
な
い
男
性
が
多
い
と
は
皮
肉
な
も
の
だ
。

小
林
さ
ん
は
、
大
学
時
代
を
鹿
児
島
で
過
ご

し
た
。

「
当
時
、
学
園
祭
の
準
備
で
、
作
業
を
す
る
男

子
学
生
に
対
し
女
子
学
生
は
夕
食
を
差
し
入
れ
る

習
慣
が
あ
っ
て
、
作
業
を
し
た
い
と
申
し
出
た
ら
、

作
業
を
手
伝
っ
て
も
良
い
け
ど
差
し
入
れ
も
し
ろ
、

と
い
う
回
答
で
し
た
。
家
庭
的
な
ア
ピ
ー
ル
を
す

る
女
子
学
生
が
好
ま
れ
る
よ
う
な
土
地
。
そ
ん
な

経
験
か
ら
恋
愛
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
価
値
観
や
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
不
平
等
に
疑
問
を
も
っ
た
学
生
時
代
で

し
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
す
る
書
籍
を
読
み
あ

さ
り
、
女
性
ら
し
さ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
縛
ら
れ
た

価
値
観
を
捨
て
去
り
ま
し
た
。
捨
て
た
こ
と
は
自

分
の
中
で
革
命
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
の
生
き
方
が

楽
に
な
り
ま
し
た
。
女
は
無
理
だ
と
言
わ
れ
て
い

た
無
人
島
に
テ
ン
ト
を
担
い
で
調
査
に
行
っ
た
り
、

１
９
９
５
年
（
平
成
7
）
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

躍
し
た
。
そ
れ
が
契
機
と
な
り
、１
９
９
８
年
（
平

成
10
）「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
N
P
O

法
）」
が
制
定
さ
れ
た
。
N
P
O
と
は
、
行
政
や

企
業
が
扱
い
に
く
い
ニ
ー
ズ
を
拾
い
、
活
動
す
る

組
織
の
こ
と
で
、様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
。

企
業
と
は
違
い
、
収
益
は
社
会
貢
献
活
動
に
充
て

る
。
制
度
改
革
や
社
会
問
題
の
解
決
に
取
り
組

む
団
体
も
あ
る
。
小
林
さ
ん
は
、
浜
松
N
P
O

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
エ
ヌ
ポ
ケ
ッ
ト
）
で
事

務
局
長
を
務
め
る
傍
ら
、
中
間
支
援
・
子
ど
も
・

環
境
事
業
を
担
当
し
て
い
る
。

や
り
た
い
こ
と
を
追
求
し
た
ら

自
分
の
中
で
の
革
命

2
0
0
2
（
平
成
14
）

配
偶
者
暴
力
防
止
法
完
全
施
行

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
施
行
（
時
間
外
労

働
の
制
限
等
）

2
0
0
3
（
平
成
15
）

母
子
家
庭
の
母
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
特

別
措
置
法
施
行

改
正
労
働
基
準
法
（
解
雇
ル
ー
ル
の
策
定
、
有

期
契
約
及
び
裁
量
労
働
制
に
関
す
る
見
直
し
）

静
岡
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
“
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
し
ず
お
か
”
策
定

静
岡
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
を
「
静
岡
県
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」
に
改
称

2
0
0
4
（
平
成
16
）

静
岡
県
男
女
共
同
参
画
白
書
発
行
（
以
降
毎

年
発
行
）

2
0
0
5
（
平
成
17
）

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
施
行
（
休
業
の
対

象
労
働
者
の
拡
大
等
）

2
0
0
6
（
平
成
18
）

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
施
行
（
雇
用
確

保
措
置
法
的
義
務
化
）

2
0
0
7
（
平
成
19
）

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
・
超
高
齢
社
会

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
（
性
差
別

禁
止
の
範
囲
の
拡
大
等
）　

「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
宣
言
」
推
進

事
業
開
始
（
県
）

雇
用
対
策
法
及
び
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
改

正
（
労
働
者
の
募
集
・
採
用
に
お
け
る
年
齢

制
限
禁
止
の
義
務
化
等
）

2
0
0
8
（
平
成
20
）

新
雇
用
戦
略

労
働
契
約
法
施
行　

改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
施
行
（
パ
ー
ト

労
働
者
の
均
衡
待
遇
の
確
保
等
）

2
0
1
0
（
平
成
22
）　

改
正
労
働
基
準
法
施
行
（
時
間
外
労
働
の
割

増
賃
金
率
の
引
き
上
げ
等
）

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
施
行
（
所
定
外
労

働
の
制
限
制
度
等
）

第
2
次
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
策
定

ひ
と
り
の

生
き
方

働
き
方

繋
が
り
方

結
婚
を
し
た
こ
と
の
な
い
人
の
割
合
が
増
え
て

い
る
の
が
わ
か
る
。
2
0
4
0
年
の
推
計
値

と
も
な
る
と
男
性
29.5
％
、
女
性
18.7
％
に
な
り
、

男
性
の
４
人
に
1
人
、
女
性
の
6
人
に
1
人

が
50
歳
ま
で
に
一
度
も
結
婚
を
経
験
し
て
い
な

い
時
代
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

日
本
は
、
１
９
９
４
年
（
平
成
6
）
に
65

歳
以
上
の
人
口
が
14
％
を
超
え
る
高
齢
社
会
、

2
0
0
7
年
に
21
％
を
超
え
る
超
高
齢
社
会

に
突
入
し
た
。
ま
た
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、

終
身
雇
用
や
年
功
序
列
賃
金
な
ど
日
本
的
雇

用
慣
行
も
崩
壊
し
、
社
会
や
人
々
の
働
き
方
、

価
値
観
が
変
化
し
て
き
た
。

今
回
、
そ
ん
な
私
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況

を
踏
ま
え
、
浜
松
N
P
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
で
事
務
局
長
を
務
め
る
小こ

ば
や
し林
芽め

り里
さ

ん
に
N
P
O
で
働
く
こ
と
、
そ
し
て
独
り
身

で
の
働
き
方
、生
き
方
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

（
國
井
良
子
）

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ

る
50
歳
時
未
婚
率
（
生
涯
未
婚
率
と
言
わ
れ

て
い
た
）
の
推
移
に
よ
る
と
、
1
9
8
5
年

（
昭
和
60
）
男
性
が
3.9
％
、女
性
が
4.3
％
で
あ
っ

た
の
が
、
2
0
1
5
年
（
平
成
27
）
に
は
男

性
23.4
％
、
女
性
14.1
％
と
、
50
歳
時
点
で
一
度
も 小

こばやし
林芽

め り
里さん
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け
た
く
な
い
と
思
い
は
じ
め
ま
し
た
。」

小
林
さ
ん
は
自
身
の
そ
ん
な
経
験
か
ら
、

S
N
S
を
通
じ
て
、
お
ひ
と
り
様
、
シ
ン
グ
ル
で

生
活
し
て
い
る
友
人
達
に
声
を
か
け
た
。
そ
れ
が
、

「
シ
ン
グ
ル
研
究
会
」
だ
。
準
備
段
階
で
は
単
身

者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
持
つ
人

か
ら
「
参
加
し
た
い
」
と
の
声
が
あ
が
っ
た
。
シ
ン

グ
ル
で
い
る
と
決
め
た
人
、
結
婚
は
で
き
れ
ば
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
将
来
に

不
安
を
持
つ
人
、
離
婚
後
シ
ン
グ
ル
に
な
っ
た
人
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
だ
が
子
ど
も
は
あ
て
に
な
ら
ず

将
来
は
一
人
だ
と
思
っ
て
い
る
人
、
子
ど
も
の
い
な

い
夫
婦
、
な
ど
な
ど
。
他
の
土
地
で
も
開
催
し
て

欲
し
い
と
の
要
望
も
あ
り
、
今
一
人
で
な
く
て
も
、

老
後
の
「
お
ひ
と
り
様
」
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

人
が
多
い
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
。

最
近
の
人
と
人
と
の
関
係
は
、
S
N
S
が
普

及
し
、
多
く
の
人
と
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
が
ち

だ
が
、
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
て
の
繋
が
り
方
と
は

違
う
。

「
災
害
時
に
声
を
か
け
て
助
け
合
え
る
関
係
、

お
ひ
と
り
様
同
士
が
ゆ
る
く
繋
が
る
関
係
が
で
き

て
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
つ
い
て
話
が
で
き
る
場

に
な
れ
ば
」
と
小
林
さ
ん
。

「
最
近
で
は
お
ひ
と
り
様
の
看
取
り
を
す
る

N
P
O
も
あ
り
ま
す
。
超
高
齢
時
代
、
ま
す
ま

す
ニ
ー
ズ
が
増
え
る
看
取
り
の
問
題
。
現
在
は
非

正
規
率
が
高
く
、
蓄
え
を
残
す
に
も
微
々
た
る
モ

ノ
。
生
命
保
険
も
お
ひ
と
り
様
が
入
れ
る
プ
ラ
ン

が
少
な
い
の
が
事
実
で
す
。
子
ど
も
に
残
す
の
が

前
提
の
今
の
保
険
で
す
が
、
子
ど
も
以
外
の
人
に

蓄
え
を
残
し
た
り
、
老
後
を
支
え
た
り
す
る
保
険

の
選
択
肢
が
ほ
し
い
で
す
。」

従
来
の
日
本
的
な
夫
婦
、
家
族
単
位
の
価
値

観
、
社
会
制
度
が
崩
れ
、
多
く
の
人
が
結
婚
に

縛
ら
れ
ず
、
多
様
な
生
き
方
を
模
索
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。こ
れ
ま
で
家
族
間
で
担
っ
て
い
た
こ
と
を
、

N
P
O
な
ど
家
族
以
外
の
人
が
委
託
さ
れ
行
う

時
代
が
そ
こ
ま
で
き
て
い
る
。
人
々
の
生
き
方
、

暮
ら
し
方
の
変
化
に
合
わ
せ
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

が
今
後
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。

２
年
間
ボ
リ
ビ
ア
で
協
力
隊
に
参
加
し
た
り
も
し

ま
し
た
。」
日
焼
け
を
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
な
服

装
の
小
林
さ
ん
は
、
時
に
男
性
と
間
違
わ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
と
笑
う
。
ブ
ラ
ジ
ル
と
国
境
を
接
す

る
ボ
リ
ビ
ア
で
は
、
何
度
も
ブ
ラ
ジ
ル
に
足
を
運

ん
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
身
に
つ
け
た
サ
ン
バ
は
、
現

在
も
多
文
化
交
流
に
役
立
っ
て
い
る
。

「
鹿
児
島
で
の
経
験
を
経
て
、
男
に
選
ば
れ
る

女
、
男
に
幸
せ
に
し
て
も
ら
う
女
に
な
る
の
は
や

め
よ
う
、
自
分
の
人
生
を
自
分
自
身
で
選
ん
で
生

き
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。N
P
O
と
い
う
仕
事
柄
、

人
と
の
繋
が
り
、
困
っ
た
時
の
相
談
先
は
た
く
さ

ん
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、今
住
ん
で
い
る
ア
パ
ー

ト
は
単
身
用
で
、
入
れ
替
わ
り
が
頻
繁
な
の
で
隣

の
人
の
顔
も
知
り
ま
せ
ん
。
回
覧
板
も
回
っ
て
き

ま
せ
ん
。
元
々
浜
松
に
地
縁
が
な
い
た
め
、
町
内

で
知
り
合
い
を
作
る
の
も
難
し
い
で
す
。
子
ど
も

が
い
れ
ば
、
子
ど
も
を
介
し
て
い
ろ
ん
な
繋
が
り

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
が
、
お
ひ
と
り
様
で
は
そ
れ

も
あ
り
ま
せ
ん
。」

「
数
年
前
か
ら
、
県
外
に
住
む
独
身
の
叔
父
に

支
援
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
高
齢
の
母
と
伯
父

は
動
け
な
い
の
で
、
姪
で
あ
る
私
が
出
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
独
り
身
の
叔
父

の
姿
を
見
て
『
こ
れ
は
私
の
行
く
道
な
の
か
も
し

れ
な
い
』
と
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
単
位
の
考
え
が
当
た

り
前
の
今
の
社
会
の
中
で
、
お
ひ
と
り
様
が
生
き

延
び
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
病
気
に
な
っ

た
ら
、
人
生
で
つ
ま
ず
い
た
ら
、
事
故
で
突
然
死

ん
だ
ら
。
骨
は
誰
が
拾
っ
て
く
れ
る
？　

墓
は
ど

こ
？　

今
の
人
生
に
お
い
て
、
さ
み
し
さ
や
不
安

は
な
い
け
れ
ど
、
死
ん
だ
後
も
周
り
に
迷
惑
を
か

お
ひ
と
り
様
の
選
択

家
族
の
介
護
か
ら

我
が
身
の
こ
と
を
考
え
る

大
学
等
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
受
け
て
き
た
20
代

の
若
者
（
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
子
ど
も
世
代
）
の
中

に
は
、
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
中
に
お
ひ
と
り
様

で
い
る
こ
と
が
選
択
肢
と
し
て
す
で
に
あ
り
、
自

分
で
自
立
し
た
人
生
を
歩
む
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
い

る
人
も
い
る
と
聞
く
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
か
ら
始
ま
っ
た
社
会
の
変
化
、

働
き
方
の
変
化
は
、
結
婚
観
、
人
生
観
に
影
響

を
与
え
た
。
夫
婦
・
家
族
を
単
位
と
し
た
日
本
の

制
度
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
、
制
度
で
は

カ
バ
ー
さ
れ
な
い
多
く
の
人
々
が
い
る
の
も
、
事
実

だ
。
人
々
の
生
き
方
の
現
状
に
制
度
が
追
い
つ
く

ま
で
の
間
、
こ
う
し
た
自
助
、
共
助
的
な
自
発
的

な
活
動
が
必
要
と
い
え
る
。

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
閉
塞
感
を
感
じ
て
い
る
人

が
多
い
現
在
。
多
様
な
生
き
方
を
認
め
、
誰
も
が

将
来
の
不
安
を
感
じ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
よ

う
な
制
度
や
仕
組
み
作
り
が
、
待
た
れ
る
。

2
0
1
1
（
平
成
23
）

求
職
者
支
援
法
施
行

2
0
1
2
（
平
成
24
）

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
あ
ざ
れ
あ
ナ
ビ
」
運
用

開
始
（
県
）

2
0
1
3
（
平
成
25
）　

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
施
行
（
継
続
雇

用
制
度
の
対
象
者
を
限
定
で
き
る
仕
組
み
の

廃
止
等
）　

母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行

2
0
1
4
（
平
成
26
）

改
正
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
防
止
法
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行

2
0
1
5
（
平
成
27
）

女
性
活
躍
推
進
法
施
行　

改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
施
行
（
対
象
範

囲
の
拡
大
）

改
正
労
働
者
派
遣
法
施
行
改
正
勤
労
青
少
年

福
祉
法
施
行

2
0
1
6
（
平
成
28
）

外
国
人
技
能
実
習
法
施
行
（
管
理
監
督
体
制

の
強
化
と
技
能
実
習
生
の
保
護
等
）

静
岡
県
の
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍

の
推
進
に
関
す
る
計
画
策
定

2
0
1
7
（
平
成
29
）

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
施
行
（
対
象
と
な

る
子
の
範
囲
拡
大
等
）

人
生
1
0
0
年
時
代
構
想
会
議
設
置
（
国
）

2
0
1
8
（
平
成
30
）　

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
す
る
法
律
施
行

2
0
1
9
（
令
和
元
）

改
正
労
働
基
準
法
順
次
施
行
（
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
導
入
）

女
性
活
躍
推
進
法
改
正
公
布
（
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
法
制
化
）　

障
害
者
雇
用
促
進
法
改
正　
令
和
２
年
施
行

浜
松
市
に
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

創
設
の
動
き
始
ま
る

参
考　
平
成
30
年
度
（
2
0
1
8
年
度
）
静
岡
県
男
女
共
同
参

画
白
書
参
考
資
料

　
　
　
平
成
30
年
版
厚
生
労
働
白
書
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